
No. 22

33 － 5
24 － 10
25 － 13
12 － 11

－
－
－

No. S PTS 3Ｐ 2Ｐ FT F RB AS No. S PTS 3P 2P FT F RB AS
4 * 15 0 6 3 2 3 2 4 * 11 1 4 0 2 8 2
5 8 2 0 2 0 4 2 5 0 0 0 0 0 0 0
6 * 9 0 3 3 2 4 8 6 * 1 0 0 1 1 1 0
7 * 12 2 2 2 2 8 3 7 * 6 0 3 0 0 3 1
8 2 0 1 0 0 2 1 8 7 2 0 1 0 2 2
9 8 2 1 0 2 3 2 9 0 0 0 0 0 0 0

10 10 2 2 0 0 7 1 10 * 9 0 4 1 3 10 0
11 * 5 1 1 0 2 1 3 11 * 2 0 1 0 2 2 6
12 3 0 1 1 2 1 3 12 1 0 0 1 1 2 1
13 6 0 3 0 3 12 0 13 0 0 0 0 0 1 0
14 * 16 0 8 0 2 10 0 14 2 0 1 0 1 0 0

                
                
                
                
                
                
                
                
                

HC HC
94 9 28 11 17 55 25 39 3 13 4 10 29 12

S: PTS: ポイント 3P: 2P: FT: F: ファール RB: リバウンド AS: アシスト

  
  

担当者：中嶋 靖利（（一社）福井県バスケットボール協会） （公財）日本体育協会、（公財）日本バスケットボール協会、（一社）福井県バスケットボール協会

 　第１ピリオド、両チームともマンツーマンディフェンスでスタートする。立ち上がり、両チームとも思うように得点できないが、福岡は＃１４のドライブインを
きっかけに、＃４の個人技や速攻などで得点を重ね、３３－５、福岡リードで第１ピリオドを終了する。
　第２ピリオド、立て直したい山形はオールコートプレスからの２－３ゾーンに変える。山形＃１０がリング下でねばりを見せ応戦する。福岡もゾーンを巧み
に攻略し、＃１０や＃９、＃５の３Pシュートで得点を伸ばし、５７－１５で前半を終了する。
　第３ピリオド、山形は＃７のジャンプシュートをきっかけに、＃４のリング下のシュートなどで反撃するが点差は縮まらない。８２－１５と福岡が更にリードを
広げる。
　第４ピリオド、高さで勝る福岡に対し、山形＃１０も体を張ってリバウンドをもぎ取ってくる。山形は足をからめ速攻などで得点するが、結局９４－３９でタイ
ムアップ。
　インとアウトを問わず、多彩なプレイで得点を重ねた福岡が勝利した。山形も最後まで諦めずに走り切り、あきらめない心を見せていた。

 井手口 孝 / TEAM  齋藤 仁 / TEAM

  
  

  

 小川 麻斗  阿部 裕大
 横地 聖真  佐藤 裕斗

 土家 大輝  渡部 凌
 中田 嵩基  樋口 蒼生

 古橋 正義  三浦 一希
 河村 勇輝  小林 俊稀

 木林 優  五十嵐 健人

94 39
(九州) (東北)

 松崎 裕樹  髙橋 世紀

２回戦

日下　弘賢（福井県）
終了時間： 13:15

主審：

副審：

期　　　日： 加藤　昌樹（愛知県）
開始時間： 11:45

大会名称： 第７３回国民体育大会　バスケットボール競技会
（福井しあわせ元気国体２０１８　バスケットボール競技会）

開催場所： 福井県営体育館　Ｄコート

試合区分： 少年男子
2018(H30)年10月2日 (火)

 

 選手名  選手名

 浅井 修伍  前田 辰徳

福岡 ○ ● 山形

  

  

 ディアラ イソフ  高田 星
 クベマジョセフ スティーブ  西 魁斗

  

  

スターター 3ポイントシュート 2ポイントシュート フリースロー
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